
くわな 子どもを虐待から守る都市宣言 (資料)

作成までの主な経緯

○平成 23 年 12 月議会において、 三浦副市長 ｢要対協の場で協議していく｣ と答弁

○グループ長連絡会 (24.L 24) 以降作成委員会へ名称変更

桑名市要保護児童及び D V 対策地域協議会にて現状を振り返りの場を設ける

●桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会 実務者会議 (24 .1.26 )

宣言にあたり、 桑名市の現状を振り返り、 重要と考えることを洗い出す。
○第一回宣言作成委員会 (24.2.8) 第 4 回実務者委員会での意見集約結果について

○第二回宣言作成委員会 (24.2 .L6) キーワードを宣言文に盛り込む内容について

●桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会 代表者会議 (24 .2.22)

代表者に宣言することについての合意を得る。

○宣言作成委員会 子ども家庭課内会議 (2 4 .2 .24 )

宣言文の構成について確認 ･行動指針と次世代育成後期支援計画とをリンクさせる。

桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会での事項を次世代の会議の場でも知らせていく。
○第三回作成委員会 (24.2.29) 宣言にかかるキーワード案の決定 ･キーワードを表す文の原案作成

●桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会 臨時実務者会議 (24.3.2)

キーワードの選定とその内容を表す文の決定

○第四回作成委員会 (24.3.9) 宣言文原案の作成

●桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会 臨時実務者会議 (24.3.26)

キーワード文の決定と宣言文の内容 ･表現について

宣言最終案の作成委員会一任が決定

○宣言作成委員会 子ども家庭課内会議 (24 .3 ･30) 宣言最終案の作成 ･修正

●桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会 代表者 ･実務者会議 (24.4.23)

宣言の承認

注) ● :桑名市要保護児童及びD V 対策地域協議会での検討 ･審議

0 :小委員会での検討 ･審議

宣言の要点

未来を担う子どもたちは、 家族の宝 ･地域や社会の宝であるとの認識のもと、 全ての子どもたちの健

やかな心身の成長を願い、子どもに関わるすべての人がつながりを深め、家庭 ･地域 ･学校 ･関係機関 ･

行政が一丸となり、 独自の ｢ 3 つの思い｣ (まもる ･つながる ･ まなぶ) を掲げ ｢子 どもたちが安心 して

健やかに成長できるまちづくり｣ を推進することを決意する。

《作成のテーマ》

① 子どもの大切さ 〔家族にとっても、 地域にとっても大切な存在〕

② 子ども虐待の問題性 〔いけない事だと訴えながらその立場の人の気持ちも考えて〕

③ 子育ての大切さの理解 ④ 地域との関係の希薄さ ⑤ 現状と危機意識の確認

⑥ 理想や願い


